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あなたが写っていたらご連絡ください。写真を差し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　〈広報広聴課　☎22ー 8112〉

光る君へ 越前 大河ドラマ館

敦賀市民限定特典があります！！

問い合わせ先

光る君へ�越前�大河ドラマ館�運営本部
☎０７７８ー２２－５３７７

■  敦賀市民限定で入館料が大人 100 円、小人 50 円

割引されます！（８月 31 日まで）

■ 来館者記念証をプレゼント！

※ 券売機横にいる大河ドラマ館スタッフに、運転免

許証や健康保険証など、住所がわかるものを提示

する必要があります。

光る君へ�越前�大河ドラマ館HP▶

　越前市の武生中央公園
で、北陸初の「大河ドラマ
館」が開催されています。
ここでしか見ることのでき
ない限定映像や衣装展示
など、ドラマの世界観を楽
しむことができます。
　リニューアルし越前編の内容をふんだんに盛り込んだ
内容となっております。皆さまぜひお越しください。
主催：�紫式部プロジェクト推進協議会

　昭和 49 年に開通したＪＲ湖西線が 7月20日で開通 50周
年を迎えたことを記念して、記念列車「びわこおおつ紫式部とれ
いん」が京都—敦賀間で運行されました。列車は６両編成で、
外装にはNHK 大河ドラマ「光る君へ」にちなみ源氏物語の平
安絵巻をイメージした絵がラッピングされました。敦賀駅では
敦賀市公認キャラクター「ツヌガ君」をはじめ、敦賀観光協会
やつるがおもてなし隊が列車を出迎えました。親子３人で乗った
という石

いしかわ

川樹
いつき

さんは「敦賀市を訪れたのは初めて。ツヌガ君と
記念写真が撮れて良かった。これから１泊して海を見たり市内を
ぶらぶらしたりして楽しみたい」と笑顔で話していました。

50 年を祝うラッピング列車が運行！

　７月 20 日　湖西線開通 50 周年記念事業

　外国大型クルーズ客船「ダイヤモンド・プリンセス」号
が敦賀港に寄港しました。これまでの鞠山北岸壁に代わり
鞠山南岸壁に着岸し、市内からもその大きな船体をはっき
り見ることができました。保育園児がオリジナル手ぬぐい
を手渡したり、敦賀高生が乗客とハイタッチするなど、下
船した乗客を歓迎し、昆布の加工品やメガネなど、県内特
産品の販売ブースが設置されました。氣比神宮周辺での、
おぼろ昆布の手すきや書道、折り紙などの体験コーナーを
はじめ、漆器や和紙の販売、氣比神宮本殿で催された雅楽
の演舞など、乗客は、敦賀の「おもてなし」を楽しんでい
ました。

敦賀のおもてなしで港が賑わう
７月５日 「ダイヤモンド・プリンセス」号

敦賀港寄港と賑わいイベント開催

▲出港のお見送りの様子

　敦賀観光協会が主催する令和６年度海開き式が、気比の松
原海水浴場で行われました。はじめに、観光敦賀キャンペー
ン隊らから、池

い け だ

田裕
ゆうたろ う

太郎敦賀観光協会会長や米澤市長へ、花
束が手渡され、安全と盛況を祈願し、皆さん一斉に海に投げ
入れました。続いて行われた安全祈願祭では、関係者約 40人
が参列し、シーズン中の安全を祈願しました。神事が終わると、
今年初めての試みとして、NPO法人「とても敦賀すきすき」
などによる、「四季の敦賀・夏」や「敦賀みなと音頭」が披露
され、式典を盛り上げました。今年は市内 10か所の海水浴場
がオープンしました。

安全と盛況を祈願し、敦賀の夏が始まる

７月 13 日　令和６年度海開き式

▼水の犠牲者の冥福を祈り、海中献花が行われました。

ホジンさんの敦賀研修ダイアリー

敦 賀 市

　　姉妹都市の韓国東
ドンヘ
海市から研修職員と

して派遣されている崔
チェ

　皓
ホ ジ ン

進さんが、研
修や日本での生活の中で経験したこと、
感じたことなどを研修ダイアリーとして
毎月掲載します。

　最初は、観光誘客課で研修を行いました。研修当初は、敦
賀市内の観光名所を視察しました。人道の港 敦賀ムゼウム
や敦賀赤レンガ倉庫は、美しい外観とストーリーテリングを
テーマにしたコンセプトに興味を持ちました。大きな都市の
雰囲気もありながら海山川のある敦賀の環境は、東海市と似
ていて、視察をしながらもどこか、落ち着く印象でした。
　７月５日、クルーズ客船「ダイヤモンド・プリンセス」号
の寄港と賑わいイベントに参加しました。当日は炎天下の中、
着物姿や着ぐるみを着ておもてなしをするスタッフたちの姿
に感激しました。東海市では、クルーズ寄港時に歓迎式典は
するものの、歓迎イベントを連携して実施することはありま
せんでしたので、今回の歓迎イベントは勉強になりました。
　休日、気比の松原に行ってみました。暑い日でしたが、松
林もあり、気持ちよく散策することができました。

　普段の生活に欠かせない上下水道について、子どもたちに
興味を持ってもらおうと、初めて開催され、小中学生 53人と
その保護者が参加しました。当日は天筒浄化センターと昭和
浄水場を見学し、また、管材水鉄砲作りなどの体験コーナーや、
硬水・軟水・水道水を飲んで当てる利き水コーナーなども行
われました。子どもたちは担当職員の説明に熱心に耳を傾け
ていました。気比中学校１年生の山

や ま せ

瀬優
ゆ う が

雅さんは「（処理する
前の）下水道の臭いはきつかったけれど、微生物が短時間で
汚い水をきれいにしているのはすごいと思った」と笑顔で話
していました。

上下水道の仕組みに興味津々！

　７月 28 日　敦賀市上下水道フェス

　手話は言語です。日常で簡単に使える手話を紹介します。
今回は、災害に関係する手話です。皆さんも使ってみてく
ださい。

避難所避難所
　両手を握って交互に素早く腕を振り、右手の各指を軽く折
り曲げ、指を下に向けて軽く下ろします。

　次回の手話講座は、広報つるが 11月号（10月８日発行）
で掲載します。お楽しみに！

➊ ➋

「すぐ」使える手話講座

災害災害
　右手の指３本で「く」の字を描き、小指と親指を立てた左
手の上から横にかけて置きます。

➊

➋


